
はじめに

　肥薩火山岩類は，北は熊本県芦北町南部，西は水俣市
を経て鹿児島県長島に，東は人吉市南西部から宮崎県加
久藤盆地北部および南は伊佐市にかかる地域に分布する

（図 1）．肥薩火山岩類の活動時期はこれまでの放射年代
の報告により大きくは把握されているが、火山活動のよ
り詳細を知る上では，細部における情報が求められる．
そこで今回，肥薩火山区北端部の芦北町における３試料
について K-Ar 年代値を得たので，その結果を報告する．
K-Ar 年代測定は株式会社蒜山地質年代学研究所において
行われた．

試料採取位置と岩石記載

　芦北町南部の地質について，豊原ほか（1990）の地質
図の一部（図 2）を示す．今回測定に供した３試料は，

（１）芦北町湯浦標高約 120 ｍの台地，（２）芦北町大字
湯浦と豊岡との境界三号線沿い，（３）芦北町中園道路脇
から採取された（図 2 の◎地点）．いずれも溶岩の産状を呈している．以下に各試料の薄片による顕微鏡観察結
果を記述する．なお，３試料の各地点では（１）は安山岩質岩石―２（an-2），（２）は安山岩質岩石―５（an-5）
および（３）は安山岩質岩石―１（an-1）となっている．

（１）芦北町湯浦　（試料番号：40）
岩石名：両輝石安山岩
岩石組織：斑状組織，填間状（インターサータル）組織
斑晶：斜方輝石，不透明鉱物，単斜輝石，斜長石
基質：斜長石，隠微晶質，不透明鉱物，輝石類
変質鉱物：水酸化鉄鉱物
　試料は両輝石安山岩で，斑晶と石基の量比はおよそ 15:85 である．斑晶の輝石類は比較的新鮮であるが，一部
に水酸化鉄鉱物で置換されているものがある．斜長石は濁った外観を呈し，汚濁帯が認められることが多い．不
透明鉱物には反応縁が認められる．石基は長径 0.07mm 程度の比較的新鮮な斜長石が多く認められ，填間状組織
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　 　図 1．南部九州の火山区．

　　　   　肥薩火山区の北端に本地域（図 2）がある．
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（斜長石の粒間を輝石だけでなく，不透明鉱物やガラス等様々なものが充填したもの）を呈する．鉱物には定向性
が認められる．石基はまれに水酸化鉄鉱物で置換されている．
＜斑晶＞
　斑晶は斜方輝石，不透明鉱物，単斜輝石，斜長石から構成され，鉱物の量比はおよそ 45:30:15:10 である．
　斜方輝石は半自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大 0.45mm×0.38mm である．開放ニコル下で淡黄色〜淡
褐色である．
　不透明鉱物は半自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大で 3.1mm×1.5mm で，反応縁が認められる．
　単斜輝石は半自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大で 0.88mm×0.25mm である．開放ニコル下では淡黄色
である．
　斜長石は自形〜半自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大で 3.1mm×2.5mm である．開放ニコル下では無色
である．しばしば汚濁帯が認められる．
＜石基＞
　石基は斜長石，隠微晶質，不透明鉱物，輝石類から構成され，その量比はおよそ 55:30:10:5 である．石基において，
干渉色は認められるが鏡下においても粒径が識別できない領域は隠微晶質とした．
　斜長石は自形〜半自形で長柱状〜短柱状であり，平均的な粒径は 0.07mm×0.02mm である．開放ニコル下では
無色である．しばしば双晶が認められる．
　隠微晶質は全体的にやや濁った外観を呈し，開放ニコル下では淡黄褐色である．
　不透明鉱物は半自形でサイコロ状であり，平均的な粒径は 0.02mm×0.02mm である．
　輝石類は半自形で短柱状であり，平均的な粒径は 0.04mm×0.03mm である．開放ニコル下では淡黄色〜淡褐色
である．
＜変質鉱物＞
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図2．芦北町南部の地質図

　豊原ほか（1990）による地質図の一部をハッ 

　チにより表示．
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　変質鉱物として水酸化鉄鉱物が認められる．
　水酸化鉄鉱物は他形で填間状，不定形状である．開放ニコル下では赤褐色〜淡褐色である．多色性は認められ
ない．

（２）芦北町大字湯浦と豊岡との境界三号線沿い（試料番号：157）
　岩石名：両輝石角閃石デイサイト
　岩石組織：斑状組織，填間状（インターサータル）組織
　斑晶：斜長石，石英，不透明鉱物（オパサイト化した角閃石），斜方輝石，単斜輝石
　石基：斜長石，隠微晶質，輝石類，不透明鉱物
　変質鉱物：水酸化鉄鉱物，スメクタイト
　試料は斑状組織をもつ両輝石角閃石デイサイトである．斑晶と石基の量比はおよそ 15:85 である．斑晶及び石
基は変質を被っており，しばしば水酸化鉄鉱物及びスメクタイトで置換されている．斜長石は比較的新鮮なもの
も含むが，しばしば濁った外観を呈し，汚濁帯が認められる．石英及び不透明鉱物にはしばしば反応縁が認めら
れ，石英の周縁部には微細な輝石類によって囲まれている．石基は長径 0.09mm 程度の比較的新鮮な斜長石が多
く含まれ，填間状組織（斜長石の粒子間を輝石だけでなく，不透明鉱物やガラス等様々なものが充填しているもの）
を呈する．鉱物には定向性が認められる．また，有色鉱物の多くが変質鉱物で置換されているため，元の鉱物の
種類及び構成比は不明であるが，形状及び直消光することから斜方輝石の可能性が高い．
＜斑晶＞
　斑晶は斜長石，石英，不透明鉱物（オパサイト化した角閃石），斜方輝石，単斜輝石から構成され，鉱物の量
比はおよそ 40:30:25:0+ である．
　斜長石は自形〜半自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大で 3.5mm×1.4mm である．開放ニコル下では無色
である．しばしば汚濁帯が認められる．
　石英は半自形〜他形で短柱状であり，粒径は最大 2.3mm×2.1mm である．開放ニコル下では無色である．しば
しば反応縁が認められる．
　不透明鉱物（オパサイト化した角閃石）は半自形〜他形で短柱状〜填間状であり，粒径は最大で 0.3mm×0.28mm

で，反応縁が認められる．
　斜方輝石は半自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大で 0.3mm×0.2mm である．開放ニコル下では淡黄色〜
淡褐色である．
　単斜輝石は半自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大で 0.45mm×0.38mm である．開放ニコル下では淡黄色
である．
＜石基＞
　石基は斜長石，隠微晶質，輝石類，不透明鉱物から構成され，その量比はおよそ 60:30:10:0+ である．石基にお
いて，干渉色は認められるが鏡下においても粒径が識別できない領域は隠微晶質とした．
　斜長石は自形〜半自形で長柱状〜短柱状であり，平均的な粒径は 0.09mm×0.03mm である．開放ニコル下では
無色である．しばしば双晶が認められる．
　隠微晶質は填間状で全体的にやや濁った外観を呈し，開放ニコル下では無色〜淡褐色である．
　輝石類は半自形で短柱状であり，平均的な粒径は 0.04mm×0.03mm である．開放ニコル下では淡黄色〜淡褐色
である．
　不透明鉱物は半自形でサイコロ状であり，平均的な粒径は 0.02mm×0.02mm である．
＜変質鉱物＞
　変質鉱物として水酸化鉄鉱物，スメクタイトが認められる．
　水酸化鉄鉱物は半自形〜他形で針状，填間状，不定形状である．開放ニコル下では赤褐色〜淡褐色である．多
色性は認められない．
　スメクタイトは他形で填間状である．粒径 1㎛以下である．開放ニコル下では淡黄色であり，濃淡が変わる程
度の弱い多色性が認められる．
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（３）芦北町中園道路脇　（試料番号：160）
　岩石名：両輝石角閃石安山岩
　岩石組織：斑状組織，ハイアロオフィティック組織
　斑晶：斜長石，不透明鉱物（オパサイト化した角閃石），斜方輝石，単斜輝石，石英
　石基：隠微晶質，斜長石，不透明鉱物，輝石類
　変質鉱物：水酸化鉄鉱物
　試料は斑状組織をもつ両輝石角閃石安山岩である．斑晶と石基の量比はおよそ 25:75 である．斑晶の斜長石は
濁った外観を呈し，しばしば汚濁帯が認められる．不透明鉱物（オパサイト化した角閃石）には反応縁が認めら
れる．石基の多くは隠微晶質からなり，ハイアロオフィティック組織（填間状組織の基質部分が多くなった組織）
を呈する．石基には長径 0.05mm 程度の斜長石が多く含まれる．鉱物には弱い定向性が認められる．斑晶及び石
基は変質の程度は低いが，まれに水酸化鉄鉱物で置換されている．
＜斑晶＞
　斑晶は斜長石，不透明鉱物（オパサイト化した角閃石），斜方輝石，単斜輝石，石英から構成され，鉱物の量
比はおよそ 55:30:10:5:0+ である．
　斜長石は自形〜半自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大で 2.9mm×1.2mm である．開放ニコル下では無色
である．しばしば汚濁帯が認められる．
　不透明鉱物は半自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大 1.6mm×0.45mm で，反応縁が認められる．
　斜方輝石は自形で長柱状〜短柱状であり，粒径は最大で 1.0mm×0.25mm である．開放ニコル下では淡黄色〜淡
褐色である．
　単斜輝石は半自形で短柱状であり，粒径は最大 0.28mm×0.25mm である．開放ニコル下で淡黄色である．
　石英は他形で短柱状〜填間状であり，粒径は最大で 0.30mm×0.18mm である．開放ニコル下では無色である．
＜石基＞
　石基は隠微晶質，斜長石，不透明鉱物，輝石類から構成され，その量比はおよそ 50:35:10:5 である．石基において，
干渉色は認められるが鏡下においても粒径が識別できない領域は隠微晶質とした．
　隠微晶質は填間状で全体的にやや濁った外観を呈し，開放ニコル下では無色〜淡褐色である．
　斜長石は自形〜半自形で長柱状〜短柱状であり，平均的な粒径は 0.05mm×0.01mm である．開放ニコル下では
無色である．しばしば双晶が認められる．
　不透明鉱物は半自形でサイコロ状であり，平均的な粒径は 0.02mm×0.02mm である．
　輝石類は半自形で短柱状であり，平均的な粒径は 0.04mm×0.03mm である．開放ニコル下では淡黄色〜淡褐色
である．
＜変質鉱物＞
　変質鉱物として水酸化鉄鉱物が認められる．
　水酸化鉄鉱物は他形で填間状，不定形状である．開放ニコル下では赤褐色〜淡褐色である．多色性は認められ
ない．

表1．３試料のカリウム含有量と K-Ar年代測定結果

試料名 測定物
（粒径）

カリウム含有量
（wt. %）

再現性
（%）

Ashikita- 40 斜長石
（50ｰ75 μm） 0.912±0.018 0.50

Ashikita-157
斜長石

（50ｰ75 μm） 0.581±0.012 0.41

Ashikita-160 斜長石
（50ｰ75 μm） 0.446±0.009 0.22

放射性起源　Ar40

（10   cc  STP/g）-8

12.08±0.27

7.75±0.22

5.19±0.19

K-Ar年代
（Ma）

3.41 ± 0.10

3.43 ± 0.12

3.00 ± 0.12

非放射性起源　Ar40

（%）

46.2

55.2

62.7
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カリウム定量分析および年代測定結果

　今回の年代測定試料には，いずれも斜長石が用いられた．表１に各試料のカリウム分析と年代測定結果を示す．
表１にはカリウム含有量の平均値，試料１g 中に存在する質量数 40 の放射性起源アルゴンの全量，K-Ar 年代お
よび質量数 40 の非放射性起源アルゴンの含有量が示されている．なお，表中の再現性とは，（２回の K 分析結果
の差）/（２回の K 分析結果の平均値）に 100 を乗じたものであり，この値が 2% 未満であれば，定量の再現性が
あるものとされる．それぞれの試料について 2 回の定量分析が行われた結果，誤差はいずれも 2% 未満であった
ため，試料の不均質さは無く，定量の再現性があるものと判断された．
　各試料の斜長石の K-Ar 年代およびその誤差は以下の通りである．
  　試料番号 40　   3.41±0.10Ma

  　試料番号 157　 3.43±0.12Ma

  　試料番号 160　 3.00±0.12Ma

今回の年代値の意味

　今回，K-Ar 年代値が求められた試料は 5 万分の 1 表層地質図「佐敷・大口」（図 2）の３地点から得られた．
これらについてはいずれも永尾ほか（1999）の肥薩火山岩類のステージ１の活動域にあり，その活動年代は 7.6-
2.5Ma と記載されている．今回の年代値はステージ１における活動の一部の時期に 3.5 〜 3Ma の火山活動があっ
たことを示している．なお，永尾ほか（1999）ではステージ２における K-Ar 年代は 2.5 〜２Ma であると示され
ており，今回の結果は層序関係に矛盾していない．ただし，ステージ１における肥薩火山区火山活動のより詳細
な解明のためには，今回のように各噴出物の年代値の把握を進める必要がある．また，熊本県地質図編纂委員会

（2008）では 40 地点，157 地点および 160 地点はそれぞれ湯浦玄武岩，湯浦角閃石安山岩および津奈木角閃石安
山岩の分布域となっている．40 地点の試料の岩質は湯浦玄武岩には相当しないので，湯浦玄武岩の分布はもっと
限られたものになる可能性があり，今後，より詳細な調査が必要である．
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